
〔畑作関係`〕″

1.落 花生マルチ栽培の改菩について

1`背 景と特故

落花生のマルチ栽培 は昭和 ■5年 度から普及に移され、今日まで 6年 を経iぬしたが、 この

問、械幣地は北上し、品経も小地記から女粒村へと移った。

その間、+11の i&程で、試培法に関 しても多くの問題点が1旨摘され、低温年次におけるに

収晏因の解明、 とくに出芽精度の向上改善についての研究韓発が要撃されてきた。

このようli背景から鋭村談孜を重ねて きたが、下記事項について知見が得 られたので、載

培法の改善事項 として、普及上の参考に供することとした。

またこれらの新 しい字F究成共をもとに、一部試験例のない事項については主産地の技術 を

とりいれて、 「マルチ裁培の手引き」をrF成したので併せて参考に供することにする。

1 育 子消毒について        環 境都

を̀1狩 確期について         技 術部、県北分場

1.栽 積密度について        技 術部

と 格 化生マルチ・款培の手31+

孟… 1  種 サ 消 毒 法 に つ い て

辞花生 は 1ヽ子消章でこれにF十新する菌量を成クさせ、発芽最 を高め うることが知 られてい

る。従来はMMC、 EMP等 の水銀剤の使用禁止に伴なって代番剤が必要 となり、検討 した

結果チユウラム本和剤の狩衣消諄法が有効であるとの知見が得 られたので参考に供 したい。

1.技 術内容

粒子消毒

i克用英剤 :チ ユウラム水和剤 (TMTDよ 和剤 )

使用方法 :お能臣前に続子=:々の OB～ 0.3 ろ々を持衣する。

2 普 及止の指慧メキ、

11)均 一に粉衣されるようよく配合する。小規模の場合はビニールタ (例 、対じ料袋 )等 に所

Ⅲモ十の構子 と英おけを入れ、よくかく11やすると均―に紡衣 される。 この場合 1回 に1吏用する

強子最は、英容針の う0～ 70%が 好適である。

12' 本剤は、 日界を刺激するから、粉丈に鮮 しては粉末が飛散 しないよう注意する。

3 試 1負成績の機要

落花生の経子済事に関する試Eミ

・
                        ・ 48-‐
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２

試験年次  昭 49 環 境部

試験方法及び結果

① 消 毒種子の各種栽培条件における生育

〔試験方法 〕

6 ぺ ~パ ~ポ ノト播穐試験

使用品桂 :開束 9号 (ワ ャダイ リエウ )                  :

材  料 tペ ーパーポ ノト(2号 )、径 30切 、長さ 100初 、床土は畑土疑 (火

山灰土 )

粛 縫 法 :1穴 1粒 、 1区 48粒 播種

6月 26日 播種、ペーパーポ ツト上に、①石孔ポ リ技担区 と、②無機榎

区 と設け、発芽の差異 をみた。

第 1表  消 毒校子のペーパーボ ツト内における発芽状況
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TMD(80%)の 技菌殉果に関する試験|

〔試験方法 〕

供試好子 :大粒ti～関東 0号 (ワ七ダイリユウ)
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小粒計～Fl綸?-3

ともに外拐上健金と思われるものを換用。

操  作 :粉衣技直ちに得 12砕 シヤーレころ紙をL/き、殺億水を注入 して湿室 とし、

これに各々25粒 づつ船校 した。 1区 につ き2ヨ のシヤー レを4克用した。

お悔後 38● 深光式定温器中に保存した。

詢 充 渋 :務枝 1通 任後に綻子上に発生した歯縄と発育宝チす。円筑した。

〔試隷結月と〕

第3装  TMTD(80%)の 狩衣法による消毒効果

これによれば小機種の処理区で Pe n i c l i l i i m腐 のうこ生がややめだつたほかは完全に接

丙効果がみられ、また発芽率も上昇していた。

O TMTD(80%)の 通正粉衣最に関する試験

〔試験方洋 〕

供用品市 :大粒起～関東 9号 (ワセダイリユウ)

小本と1章～ド1治?- 1

操  1 1 : : 各区 1 0 0 7 を' そ用 し、これに対し夫幸を0 1 % 、0 1 3 % 、命2 拷、

02 5幹 になるようにfド揮
卜して、 30 0加 ι容子の ビーカーに入れ、lt子とと

もによく混合した。かく辞"合 推ど一方一底細1に残った英斉||をていねいに採

集し、再ぴ守指して粉末下「の立景に対する比率を求めた。調査は,回 反仮じ

デ七。
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〔試静結果 〕

第3表 粉 衣景と種子!こ対する付着率 (縫子 100夕 当たり)

粉 衣  景 粒 の  大  小 当 初 殺 人 量 残 畳 付 着 率
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適正紛衣壼は015～ 8.2%程 度とみられ る。案暑は小粒種で多 くを必要 としたが、大it柱

とのをは散畳であった。                        ・

t31 主要求果の具体的 データー

箸路

4 技 された胡題点

.な し

5.参 考資常  ‐

11 `昭 和 49年 度病害虫防隣に関する試験成績

岩手農試 (昭 50,3)

12, 渡都茂、佐酵忠土 :らつかせいの種子消覇法と効果、東北撲業研究 1?号 P.l各 0～

1 3 2 ( 昭 5 0 , 1 0 )

1 -そ  落 花 生 の播 種 期 につ ぃて

1 技 術内容

子及当初の話糧期は、落花生の生育下限温度を15℃ におき、 5月 20日 以降を目安とし

た。

しか し、語花生は 本来、開花登熟 挿l間が長 く、 とくに無馬 期間の寂かい北 11北では、 様早

生 のタチマサ リでも作挙付lは蕗めて婦屈で ある。初 期生育を健進 し、 開イヒ結ギセ 手める日詢

で 5月 5日 か ら 5月 末 日までの構耐で構モニ出試象 を行 った結果、低温年十k(f吾 4S、 Ⅲ 9年 )

における5月 2 0日 以降のお荘|☆、子実の☆葉が岩しく劣 り、また、乱構年次 (将 Ⅲ8、

5 ,年 )でも5月 2 0日 f持き|ま減収傾向がなられ、
r 5月

末日の構横では 5馬 1 0日 おきより
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約 20%滅 収し、播種期が早い程多収を示した。

このことから多収を得るための終掩適jUlは5月 上旬にあるが、降霜とのかねあいから出現

頻度807cを 満たす安全限外をみて、溶種期の早限は滝沢以北で 5月 10日 、盛岡以南が5

月1日頃とに′たい。なお、活極晩限は5月 15日 ～ 20日 頃 とする。

2.普 及上の留意点                  '

(い 佐 温時の舞棒は発芽勢を良くするため2粒 摘棒きとする。

(2)雨 の日の競樋は発芽障害がでやすいので、たとえ遅れても避けた方がよい。

(3)霜 の発生は群発性で、地彰その他の条件で被害の度合な著しく異なるので、矯の ミチな

どには注意しなければならない。

(4)早 輔きで,ま必ず様子消毒を行 うこと。

3`試 験成績の概要

tlⅢ 試 験諄遍名  落 花生の生育相に関する試験

(2)試 験年次および場所  昭 和 46～ 50年  岩 手農試技術部

昭和 48年     岩 手農試県北分場

131 試験方法  5月 上旬から下旬までも時期に分けて希校し、出芽率、開花および桂熱状

況の追跡調在を行った。

14)試 験結来                           、

昭和 48年 度は高温乾操年 次であったが、本場、県北 ともに早庵 きが高収で、班溝には

早北で 5月 24日 蒋iき、本場 では 5月 31日 秀きで 20%前 後の減収とな った。 (第 1、

第 2 ) 。

甲神 49年 度は出茅崩つ気象が良好で出芽は順調であったが、中後期の気象は不良で、

全殺に低収であった。なかでも、 5月 19日 以降の晩器区が著しく減収 した。 (第 3表 )。

捕構i とヽ出芽の関係であるが、過去 6ケ 年の全試験の結果では、マルチ戒培での出茅期

間は最短で9日 、最長で 16日 で一
殺には 12日 前後で出芳 した。早描 き区は若千出茅期

間が長 く、出芽不も幾分劣ったが、 2粒お きすることによって実害のなぃ程度の欠株にお

さえることができた。 (弟 4表 )

以上のことから、早需きが出芽に時客も少なく、多似 となることが知 られたが、霜寄に

対 して多少の不安が求った。

第 5、 6表 は降綜 を諭べたものであるが、出現頼度 80%を 満た した期 日から、出芽翻

問 (約 12日 )を さかのぽった日が
'安

全誘梅期 と考 えられる。なお、滝沢では 47年 6月

1日 に ,月 13日高様で発茅後 5日 目の第 3柴 抽出始 i調に、また主米では 48年 5月 25日

出芽後3日 目に降覇にあってぃるが、障害は認められなかった。

-52 -



(5)主 要成果の具体的データー

第 1表  播 樋期別宋狭の推移 と収最

品程 タ チマサ リ (48本 場 )
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第 2表  養 村期別泰数の推移 と収量

品樟 タ チマサ リ

弟3表 括 智;靭と生育収■

品11子 タ チマサリ

(48県 北分場 )
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舞 4表  機 種翻と出芽の輝 得
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D.

疲された胡越芦

降語つ長期予測と霜害の回避

参考資料

東北撲業研究第 17号 、気象月報、辞マ言86～ 50年 6月

トー 豊 落 花生の栽構 密度 につ いて

1 技 術内容

能来の白油 7-3を 用いたマルチ=→培は0215型 のフイルムを使って、ザ当たり13朴

ぶ丈,lr支であった。所 tメいFi章タチマサいの最; 言ヽえは1ヽ立て,,P当たり16?様 、 2本

立で113本 であるが、1涼おき2ホ、すなわち933511ブ イルムを局`い、2キilとヽいて1

供おさと問5+く材当たりLS2本 で、 Iとヽ 立と,本立の中間となり、丈件上も農多収を示 し

て い る。
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したがって現在のブイルム規格にそくした栽植様式をとるならば、今までどおり畦 巾は

110伽 として、発芽精度を高める上からも2粒 播きとして、 1株 おきに間引きして、 1・

2本 立にする。また労力のない場合はそのままでもよいる

最適規格のフイルムを求めるならば、 1粒 溶きは 9212魁 、 2粒 播 きは 9218型 が適

正である。

2・ 普及上のを意点     ‐

{掛 2れ 舞きするだけの種子霊iがない場合は、 1粒 と2粒 を変互に播 く。

(2)蛙 巾は 110例 よりせばめない。せばめると肩の部分が狭 くなり、落花生の子房柄が進

間の探姓へすべ りこんでしまう。

(3)フ イルムの節約のため畦間を更に広げる場合は栽植本数を確保す るために必ず 2本 立 と

する。

t4)密 植栽培は病害が発生しやすいので防除を徹底する。

3 試 験成績の概要

(1)課 頓名  裁 植密度様式に関する試験

(2)試 験年次および場所  昭 和 48～ 50年   岩 手農試務術部

t3)試 験方法

昭和 48年 度は 2粒 まいて1本 立、 2本 立、 1棟 おき2本 立の 3区

昭和 49年 は 8212、  9B15、  9218、  9224、 9230型 の フイルムと、住巾

1 1 0cηと120c7rt、 播種粒抜 と組合せて供試した。

t4)試 験結果

落花生の栽植密度は従来から0215型 のホー リーシー トを用ぃて、畦巾110切 にし

て材当た り13株 前後で我培 してきたが、小粒種 の白油 7-3は 第 1図 に示 したように、

計算上か ら139株 でが当たり求及は熊大 となって、 9215型 の規格がこの品梅にほぼ

通合する。

すなわち、収景晴威要素に占める無教の位置からみて妥当な栽植密受 であった。

大粒籠 タチマ十 りについて口棒の試験を行 った結果、先生末救確保の最適密l―Eは 個体当た

り木放 と、材当た り佃体次の積から求められ、 1粒 播きでは 167本 、 2粒 播きでは 22

9本 、 1.2社 ま きで 186本 の値が得 られた (第 2図 )

なお、実収景では 192本 変互立て (″f当たり18.2本 )区 が最多収で、前年度の結果

も同様であった。 (第 1、 2表 )

また、フイルム節放を目的に唯 巾を 10C配 広げた試験区は、いずれの区もわずかで ある

が減収 した。

以上のことからタチマサ リの栽植密度は完全荒装兼でみた場合、 1粒 揺 きで 167株 、

2地 溝きで 22.9本 す なわち 115株 が 1.2粒 器きでは 186本 立の 12.な 株が最も多

い着兼で、ほぼ最適循度に近いと考えられ、業取量においてもこれに近い栽植密度で多収であっ名
- 5 6 -



t5】 主要成果の具体的データー

第 1田 栽 植本教対押体当来款 白, 革i 7 二3 ( 1 9 7 0 年 )
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2  本  立

R ・ 2 ホ 立

第 1表  栽 縮本牧と生育収量 (48年 本場 )
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1 - 4  昭 和 る 1年 度 落 花生栽培の手引き

タチマサ リ (関 東 8 0号 )

種子の準 備

憾和 50 1

岩   手

・離早生の良質大粒種

・汚妊病と灰色かぴ病の発生に

注意を要する。

発芽率 9,0名以上の偉子 を用い

る。

報子用の土木なとくに乾機と良く

し、 森督 は,ぬ湿に注意 する。

肥次 な野票劇 な ど! ☆窒 系 を

1成ら'"

脇 |スはフイルム環 りの直革に

床面に散布しても良い。

●マルチイーをi fうとi吐iⅢ 1 0 0

制でも支壌で きるが、手作業

で,まどうしても肩の部分が挟

くなり易く房が狭いと子所格

がず十i′て入るので吐巾は il C

cαとする。

・氏の強い ところではにを低く

して肩の上をラヨに してフイ

ルムをおさえる。

・捉授はおそくて も縮種 岳日前

多売するばか りでなく昇溝域

果が劣る。

Ｒ
】　
直
不

２２

1

1稲孫

梅子量は上慕で 10ア ール当り20～ 30時

(1● 2粒 誘 き20氏 夕、 2粒 梅き8 0 Kf)

炉子は貯校の高前に業をむく。

施肥脅は 107-ル 当たり成分で窒茉 1～ 8

し、麟酸 20特 (た だし火山灰土以外|ま12

【α)力門畳 1 0Kマ、 '苫荘il文80kマ

堆既妃 I.000～ 11500К 々

長く拭熟 した雑眠肥を施してからできるだけ

深く紺起する。金肥は全面施肥後にかく拌整

地する。

く作1礎〉(f枕)

【――
65-― 岸 十

四

l10

蛙 付3は1 loC記、、Lの高さ!ま5～ 10柳

抹問 15仰 、 2条 、栽積秩故は 10ア ール

当たり 12000抹

く炭各め

フイ′t″ム,ま9 2 1ふ 規性 ●透 Ⅲたであ1草斉も

(プ 宮 メ トリン )の 入 った す ノソーシー

ト( P H S )を 用い、 床高セ均平 に t′て

フイルムが密志す るよ うにど長る

―
ヨ
「
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要概

畳暑‖猛岳暑暑i「を1丁f::昔二   |『屋曾ぞ魯:そ状岳i〔]と岳
義 続 読頼蔦才義 持

圭ユニ‐ T

魯と景FiTttT竹∵判施用するも ! ■          |

帝子消毒はチウ!ラム水和力ぢ(80%)泥

重最の 0と %紛 衣す る。 |も可

器窄は鎌まきで深さ 3～ 4例 にして行子は樟 1総 でも良いが逆さまにまくと発

にお く。                 1芽 しに くい。

ol株 の海種抜は 2殺 、様子長の少ない場合 IZ粒 まきでは出芽後 1株 おきに

は1株 おきに 2粒 まく。        1間 引 き1・ 2本 立 とする。 また

あ域穂徳度|=モ921.5犯 マルチで 100当 た 17同 日鎮にお抵大が湿 っていて

!岳魯子言Fは
2万4千本、1+~2本立が

|]を景す景‖:岳皆曾啓よiい| も
こ ″ グ ｀ す フ 料 ふ C ' ジ o

一 十 一 一 十 一 一 一 一 一 ― 一

十

一 十 一 … … … … … 一 ― 一 十 一 ― 一 __一 一

畦面はサツソーシL卜 (PHS)で 防除 し、 loガ くの不便な場合は トツ フアノ

一

ナ
一　
隻
迪

一
病

■
一
除

堆問と捕種穴の裕分には捕構直後 (3日以内)

に トレフア/サ イ ド学し剤、 107-ル 当たり

100帆 を水 30ど に輸わ1して散布する。

o汚山i ' i、灰色かび病尋 '■は沸花初胡か ら、

1 0 日間↓蔦に 3 ～キi 弱ダニヨール8 0 0 倍、

液16【l♂教布、またはトツブジンMi5S

O倍減1692散 布

の;許筑'え、黒渋】声には碗京粉斉すキK g士“モ

o■ トウムシの防除は ニィ・′サ ン浮L r i  l ,ぃ"

G 竹i F て1 2 0 どを散r Ⅲナろし

十イ ド粒剤 2K7を畦間のみに

散布する。

oス エ ヴプ粒剤 2牧 、また,まス

エ ヴプ水和部 ■00夕 でも可

oな わ、楽景は畦問を`t5仰 と

して言卜算する。

灰色かび殖は冷涼多品で多発す

る。

- 6 0 -
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収穫、乾煤

o収 !態は リフターを使用す る。

片屋根式架の組み方

木5卸け

8-ltJ

段

乾燥法は掘 り取 ったら策を上にR青天 日で 2日

間地千じしてから上図のような斜め架 (片屋

根式 )に来を内側に入れてパラで さし込む。

また縦来の 2穀 横架の場合は地子をさしてか

ら 6～ 10株 位ずつ結太して害‖掛けにして、

原部を古 ピニールなどで覆う。乾燥期間は

1 0 ～1 5 日位

o求 タパ コの乾繰施設を使う場 合は晴 天で

4日位千してからハウスに般 入 し兼が 日

光と風に当たるよ うに来を外に 15"位 の

円すレにニオ積みし、次のニオとは 30C秘以

上品:す。

リフタTを 使用する と引 き抜き

抵抗 (約 12駒 )が 4分 の 1に

減る。

2汐 横架の組み方

oハ ウスの乾繰 力を過信しては

ならない。通気には充分注意

してムレを防 ぐこと。

o直 接地べたに1豊かず賛の子か、

頚を敦 いて積む。

側
レ
」
‘

耕 極 概 要  1 備

降損があった ら適期にかかわら

ず、直ちに掘取ることっ降霜後

は極端に落ち葉が多 くなる。

o収複期は県南部 10月 1日 ～10日

県中北部 9月 2ら 日～ 10月 5日

o片屋快は雨による被審が少な

o地 子は来が上になるよ うに逆

立 して地面に 2 0株 位づつ寄

せ立する。

oと きどきかくすやして瑠業につ

とめる。

ハ ウス乾燥の場合は水分 20%

で悦末 し、再び凍 をハ ウス で乾

燥 してもよ い。

o半 乾生駐乾燦法 :地干しして畑で脱茉後に

ハウス内にお く広げて乾操する。

水分が 1る %以 下になったら動力脱宋機で脱

終し、と、シ″干 じ等で更に水分 を10%以 下

とする。

脱茉、調整

良く乾燥 したら上求 と下米に分けて、 30時

入り林袋に包装 して出荷する。
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